
 

1．はじめに 

 本年 8月 10日から 10月 27日まで、あいちトリエンナーレ

2013が、「揺れる大地－われわれはどこに立っているのか：

場所、記憶、そして復活」というテーマで、名古屋地区（7

会場他）、岡崎地区（3会場）で開催された。今回の芸術監督

が、建築・都市分野の五十嵐太郎氏であり、テーマも建築・

都市寄りであることから、アーティストとして青木淳氏を初

め、多くの日本人や外国人建築家が参加、また国際シンポジ

ウム「現代ケンチクの日本」（8月 11日）も開催された。こ

こでは、舞台芸術を含めたあいちトリエンナーレ 2013の全容

を詳らかにすることはできないが、建築・都市分野の視点か

ら、その一部を素描することにしたい。 

 

2．まちなかにアートを展開する 

 あいちトリエンナーレ 2013では名古屋市、岡崎市のまちな

か会場として、前者では愛知芸術文化センター、名古屋市美

術館という美術館を主会場とする他、長者町、納屋橋、中央

広小路ビル、オアシス 21、名古屋テレビ等が、後者では、東

岡崎、康生町、松本町が設定された。戦後、繊維卸売問屋街

として栄えた長者町では、長引く繊維不況下で空きビルが増

加、前回あいちトリエンナーレ 2010のプレイベントを契機に

アート関連施設が入居し、また「真夏の長者町大縁会」「長者

町ゑびす祭」等を通じてまちの活性化が図られている。納屋

橋会場では、当初のボウリング場から様々に転用されてきた

東陽倉庫テナントビルの空きスペースが、東岡崎会場の名鉄

東岡崎駅ビル、康生会場の岡崎シビコでも空きスペースが使

われている。松本町地区は、戦後、焼け野原となった松應寺

境内に自然発生的に形作られた迷宮状の街並であり、その木

造アーケードの参道沿いにある空き家が使われている。 

 こうした日頃見過ごされている廃屋内外の空きスペースが、

アートがインストールされる「場」として使われ、訪れた者

によって見直される。これはA.ブルトンによるシュールレア

リスムの定義、「手術台の上のミシンとこうもり傘の出会い」

に他ならず、かつての用途・機能の記憶だけが残された使わ

れなくなった「場」とそれとは全く無関係な「物」とが出会

うことによって生まれる新しい創造の実験であると言ってよ

い。名古屋・長者町会場の打開連合設計事務所（台湾）の作

品「長者町ブループリント」では、通勤客しか通らないよう

な古ぼけた伏見地下街の壁・床・天井に青い面と白い線から

成るスーパーグラフィックスが描かれており、それをある視

点場に立って眺めると、M.エッシャーのだまし絵風の階段が

3次元的に上っていくように見える。この二重のだまし絵に

よって、現実の空間の合間にそれを越え出た仮想の空間を垣

間見ることができるのである。 

 

3．まちなかの建築を見る 

 あいちトリエンナーレ 2013では、まちなかに展開されてい

るアートと一緒に、そこに現存している建築を見て回る工夫

が施されている。みちくさ案内図名古屋版では、まちなか会

場の他に、丸の内、栄ミナミ、御園通、園頓寺、四間道界隈

が、同岡崎版でも、花崗町、六供町、八帖町界隈が盛り込ま

れている。それらを巡る様々なコース、ガイド・撮影ツアー

が用意されているばかりでなく、名古屋地区では無料のベロ

タクシー（自転車タクシー）も運行されている。 

また『あいちトリエンナーレ2013公式ガイドブック』の

他に、『あいち建築ガイド－歩いて楽しむ街ミュージアム』が

発刊される一方、オープンアーキテクチャーとして、普段一

般公開されていない建築、例えば四間道・伊藤家住宅などが

特別公開されているのは、嬉しい限りである。 

 

4．おわりに 

 まちなかにあっても見過ごされてきた廃屋の記憶、「場」の

地霊の蓄積を召喚することは、街づくりにとっては問題提起

であって解決ではなく、起点であって終点ではない。また長

者町が試みているように、3年に 1度のイベントでの問題提

起を長期にわたる街づくりの解決へとうまく連動させる必要

があろう。これは、まちなかのアートと建築を巡り終わった

後の反省としては、素朴に過ぎようか。 

（文責 名古屋大学大学院環境学研究科 片木 篤） 
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